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本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
ス
ー

フ
ィ
ズ
ム
、
特
に
チ
シ
ュ
テ
ィ
ー
派
（
チ
シ
ュ
テ

ィ
ー
ヤ
）
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
二
人
目
著
者

に
よ
る
共
著
で
あ
る
。
二
人
の
著
者
の
間
に
分
担

は
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
体
の
執
筆
・
編
集
・

校
正
を
完
全
に
共
同
作
業
で
行
う
と
い
う
形
式
で

書
か
れ
て
い
る
。
執
筆
の
経
緯
は
冒
頭
の
謝
辞
に

記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
著
者
達
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
チ
シ
ュ
テ
ィ
ー
派
研
究
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果

な
ど
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
現
在
の
チ
シ
ュ
テ

イ
i
派
研
究
の
一
つ
の
到
達
点
を
示
す
も
の
と
も

言
え
る
。

　
本
文
は
序
文
と
七
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ
に

付
録
・
文
献
表
・
索
引
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
序
文
で
は
、
本
書
の
特
徴
、
目
的
や
分
析
方
針
、

チ
シ
ュ
テ
ィ
ー
派
の
特
徴
な
ど
が
説
明
さ
れ
る
。

本
書
の
大
き
な
特
徴
は
、
従
来
あ
ま
り
用
い
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
史
料
、
特
に
近
・
現
代
に
書
か
れ

た
も
の
を
多
く
使
用
し
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ー
フ
ィ

ズ
ム
史
研
究
に
お
け
る
「
黄
金
期
」
と
そ
の
後
の

衰
退
と
い
っ
た
理
解
で
は
な
く
「
五
期
説
」
と
い

う
新
し
い
時
代
区
分
を
導
入
し
た
、
と
い
う
二
点

で
あ
る
。
史
料
読
解
・
分
析
の
際
に
は
、
史
料
中

に
見
え
る
過
去
の
美
化
や
、
西
欧
中
心
主
義
な
ど

の
「
現
代
的
思
考
」
の
排
除
が
特
に
留
意
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
本
書
は
チ
シ
ュ
テ
ィ
ー
派
を
対
象

と
し
た
方
法
論
的
（
学
術
研
究
上
重
要
な
論
点
か

ら
分
析
し
た
、
と
い
う
程
度
の
意
味
で
あ
ろ
う

か
）
研
究
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
課
題
の
把
握
を

も
含
む
研
究
の
総
ま
と
め
、
現
在
ま
で
続
く
精
神

活
動
と
し
て
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
、
チ
シ
ュ
テ
ィ
ー

派
の
正
当
な
認
識
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
第
一
章
「
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
と
は
何
か
」
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
（
ω
¢
鋤

○
箆
。
『
）
」
研
究
史
の
概
説
と
そ
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、
思
想
理
解
の
枠
組
み
や
組

織
化
の
問
題
な
ど
、
ス
…
フ
ィ
ズ
ム
、
チ
シ
ュ
テ

ィ
ー
派
研
究
の
主
要
な
論
点
が
簡
単
に
整
理
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
章
で
は
、
預
言
者
ム
ハ
ン

マ
ド
か
ら
チ
シ
ュ
ト
に
シ
ャ
イ
フ
が
移
住
す
る
ま

で
の
七
－
一
〇
世
紀
を
第
一
期
、
チ
シ
ュ
ト
を
根

拠
地
と
し
て
い
た
一
〇
1
一
二
世
紀
を
第
一
一
期
、

チ
シ
ュ
テ
ィ
ー
派
が
北
イ
ン
ド
に
進
出
し
た
一
列

ー
　
四
世
紀
を
第
三
期
、
イ
ン
ド
全
土
に
広
が
り
、

多
く
の
地
方
分
派
が
形
成
さ
れ
た
一
四
－
一
八
世

紀
を
第
四
期
、
植
民
地
支
配
の
強
化
等
の
社
会
状

況
の
変
化
を
契
機
と
す
る
一
八
世
紀
か
ら
現
在
ま

で
を
第
五
期
と
し
、
さ
ら
に
第
三
期
以
降
を
イ
ン

ド
に
お
け
る
チ
シ
ュ
テ
ィ
ー
派
の
第
一
－
第
三
サ

イ
ク
ル
と
呼
ぶ
「
五
期
・
三
サ
イ
ク
ル
説
」
が
詳

述
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
章
「
チ
シ
ュ
テ
ィ
ー
派
の
中
心
的
修
行

法
」
は
、
チ
シ
ュ
テ
ィ
i
派
で
重
視
さ
れ
る
ズ
イ

ク
ル
と
サ
マ
ー
を
扱
う
。
本
章
で
は
ニ
ザ
ー
ム
ツ

デ
ィ
ー
ン
・
ア
ウ
ラ
ン
ガ
ー
バ
ー
デ
ィ
ー
（
一
七

三
〇
年
没
）
、
ニ
ザ
ー
ム
ッ
デ
イ
ー
ン
・
ア
ウ
リ

ヤ
ー
（
＝
二
二
五
年
没
）
、
ジ
ャ
ハ
ー
ン
ギ
…

ル
・
ス
ィ
ム
ナ
ー
二
一
（
～
四
二
五
年
没
）
な
ど

の
著
名
な
シ
ャ
イ
フ
達
の
ズ
ィ
ク
ル
論
、
サ
マ
ー

論
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム

研
究
者
全
般
の
ズ
ィ
ク
ル
、
サ
マ
ー
理
解
を
助
け

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
章
「
系
譜
の
技
法
」
は
、
聖
者
伝
に
見
え

る
道
統
（
ス
ィ
ル
ス
ィ
ラ
）
、
先
行
す
る
時
代
や

シ
ャ
イ
フ
等
の
叙
述
を
分
析
し
、
聖
者
伝
の
著
者

で
あ
る
ス
ー
フ
ィ
ー
達
が
過
去
を
ど
の
よ
う
に
理
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介紹

解
し
、
自
分
達
の
活
動
や
時
代
に
ど
の
よ
う
な
意

義
付
け
を
行
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
迫
っ
て

い
る
。
こ
の
章
で
は
、
先
に
紹
介
し
た
「
五
期

説
」
の
申
の
第
4
期
、
す
な
わ
ち
睡
眠
サ
イ
ク
ル

に
お
け
る
、
チ
シ
ュ
テ
ィ
i
派
の
分
派
・
道
統
形

成
と
連
動
し
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
第
四
章
「
チ
シ
ュ
テ
ィ
…
派
の
導
師
達
」
で
は
、

ニ
ザ
ー
ム
ッ
デ
イ
ー
ン
・
ア
ウ
リ
ヤ
ー
、
ア
シ
ユ

ラ
フ
・
ジ
ャ
ハ
ー
ン
ギ
ー
ル
・
ス
ィ
ム
ナ
…
ニ
ー
、

ザ
ウ
キ
ー
・
シ
ャ
ー
（
～
九
五
一
年
没
）
と
い
う
、

チ
シ
ュ
テ
ィ
ー
派
の
各
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
特
徴

的
な
シ
ャ
イ
フ
の
生
涯
や
そ
の
思
想
・
活
動
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
紹
介
は
同
時
に
、
各
サ
イ

ク
ル
の
特
徴
を
分
析
す
る
際
の
着
目
点
や
、
チ
シ

ュ
テ
ィ
ー
派
の
時
代
に
よ
る
変
遷
と
連
続
性
の
叙

述
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
第
五
章
「
チ
シ
ュ
テ
ィ
i
派
の
主
要
霊
廟
」
で

は
、
墓
参
詣
の
是
非
や
意
義
に
関
す
る
議
論
、
墓

参
詣
の
際
に
行
わ
れ
る
儀
礼
、
霊
廟
と
支
配
層
の

結
び
つ
き
な
ど
、
近
年
日
本
に
お
い
て
も
注
目
を

集
め
て
い
る
墓
参
詣
や
霊
廟
の
社
会
的
機
能
・
役

割
に
関
す
る
問
題
点
が
、
ム
ガ
ル
朝
皇
女
ジ
ャ

ハ
ー
ン
ア
…
ラ
ー
の
ア
ジ
メ
ー
ル
参
詣
、
皇
帝
ア

ク
バ
ル
の
フ
ァ
テ
プ
ル
・
ス
ィ
ー
ク
リ
i
建
設
と

い
っ
た
個
別
の
歴
史
的
事
例
を
用
い
て
分
析
さ
れ

て
い
る
。

　
第
六
章
「
植
民
統
治
下
の
チ
シ
ュ
テ
イ
ー
派
」

は
、
第
五
期
、
第
三
サ
イ
ク
ル
の
初
期
に
当
た
る

植
民
統
治
時
代
の
包
括
的
な
把
握
を
試
み
た
章
で

あ
る
。
チ
シ
ュ
テ
ィ
ー
派
関
係
者
自
身
が
こ
の
時

代
を
語
る
際
と
同
様
、
ニ
ザ
ー
ミ
ー
派
と
サ
ー
ビ

リ
ー
派
と
い
う
二
つ
の
主
要
分
派
が
申
心
に
お
か

れ
、
ニ
ザ
ー
ミ
ー
派
の
節
で
は
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・

タ
ウ
ン
サ
ウ
ィ
ー
（
一
八
五
〇
年
没
）
、
ハ
サ

ン
・
ニ
ザ
ー
ミ
ー
（
一
九
五
五
年
没
）
、
サ
…
ビ

リ
ー
派
の
節
で
は
同
派
の
起
源
と
ア
シ
ュ
ラ
フ
・

ア
リ
ー
・
タ
ウ
ン
サ
ウ
ィ
ー
（
一
九
四
三
年
没
）

等
の
思
想
や
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
第
七
惣
門
現
代
の
チ
シ
ュ
テ
ィ
ー
派
」
で
は
、

現
代
に
お
け
る
チ
シ
ュ
テ
ィ
ー
派
の
シ
ャ
イ
フ
達

の
活
動
や
、
現
代
社
会
の
変
化
や
科
学
技
術
の
発

達
に
伴
う
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
、
チ
シ
ュ
テ
イ
ー
派
の

変
化
と
、
第
工
サ
イ
ク
ル
ま
で
の
要
素
と
の
連
続

性
な
ど
が
、
イ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
欧
米
に
お
け
る

動
向
な
ど
も
踏
ま
え
て
叙
述
さ
れ
る
。

　
以
上
の
本
文
に
、
主
要
な
聖
者
の
命
日
を
記
し

た
ウ
ル
ス
・
カ
レ
ン
ダ
ー
と
、
一
七
国
旗
に
書
か

れ
た
聖
者
伝
毎
毎
ミ
駄
毎
慧
、
の
記
述
の
翻
訳

を
中
心
と
し
た
、
イ
ン
ド
の
チ
シ
ュ
テ
イ
i
派
最

初
期
の
五
名
の
シ
ャ
イ
フ
と
各
地
方
の
主
要
な
シ

ヤ
イ
フ
の
簡
単
な
紹
介
が
付
録
と
し
て
加
え
ら
れ

て
い
る
。
文
献
表
は
、
西
欧
語
の
研
究
と
ウ
ル
ド

ゥ
ー
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
の
史
料
と
に
大
別
さ
れ
て

お
り
、
西
欧
語
の
研
究
は
概
説
、
シ
ャ
イ
フ
個
人

の
伝
記
、
施
設
・
組
織
研
究
な
ど
、
研
究
対
象
や

テ
ー
マ
に
よ
っ
て
、
ウ
ル
ド
ゥ
！
語
・
ペ
ル
シ
ア

語
の
史
料
は
聖
者
伝
、
「
懐
古
的
」
マ
ル
フ
ー

ザ
ー
ト
（
語
録
）
、
山
回
」
マ
ル
フ
ー
ザ
ー
ト
な
ど
、

主
に
種
別
に
よ
っ
て
細
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
分
類
は
本
書
の
論
点
整
理
や
、
著
者
の

一
人
で
あ
る
エ
ル
ン
ス
ト
が
展
開
し
て
き
た
史
料

論
な
ど
に
基
づ
く
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
扱
い
に

は
多
少
の
注
意
を
要
す
る
。

　
本
書
は
全
体
と
し
て
、
修
行
法
・
組
織
化
・
文

献
学
な
ど
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
研
究
に
お
け
る
主
要

な
論
点
が
テ
ー
マ
毎
に
各
章
に
配
置
さ
れ
、
章
の

冒
頭
で
そ
れ
ら
の
論
点
が
整
理
さ
れ
た
後
、
チ
シ

ュ
テ
ィ
ー
派
の
個
別
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い

う
巧
み
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら

の
具
体
例
は
本
書
の
冒
頭
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
る

「
五
期
・
三
サ
イ
ク
ル
説
明
の
中
に
位
置
付
け
ら

れ
、
時
系
列
の
理
解
を
大
き
く
助
け
て
い
る
。
専

門
用
語
や
原
語
の
使
用
を
最
低
限
に
留
め
て
い
る

点
も
合
わ
せ
、
専
門
外
の
人
間
や
初
学
者
か
ら

ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
、
チ
シ
ュ
テ
イ
ー
派
研
究
の
専
門
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家
ま
で
、

で
あ
る
。

幅
広
い
層
の
読
者
に
と
っ
て
有
益
な
書

＊
本
書
で
は
マ
ル
フ
ー
ザ
ー
ト
の
分
類
に
関
し

て
は
詳
説
さ
れ
て
お
ら
ず
、
切
冒
し
・
∬
0
．
≦
．
｝

肉
紺
§
ミ
Q
ミ
譜
§
華
墨
駐
欝
毒
血
妹
。
§
§
蹴

き
ミ
駐
ミ
弓
箭
ミ
》
臥
鴇
§
い
ミ
刷
G
§
§
」

ω
B
8
d
巳
く
Φ
母
国
o
h
窯
Φ
≦
喫
。
陸
軍
霧
。
。
w

同
⑩
り
呼
爵
皇
嗣
等
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
二
窟
文
子
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

浅
野
和
生
著

『
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
大
聖
堂

ー
モ
ザ
イ
ク
画
が
語
る
ビ
ザ
ン
テ
イ
ン
帝
国
…
』

　
わ
が
国
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
美
術
研
究
の
第
一

世
代
を
辻
佐
保
子
氏
や
辻
茂
史
氏
と
す
る
な
ら
、

本
書
の
著
者
で
あ
る
浅
野
氏
は
第
一
笹
子
の
ビ
ザ

ン
ツ
美
術
史
家
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ビ
ザ
ン

ツ
、
ビ
ザ
ン
テ
イ
ン
と
い
う
語
の
相
違
に
顕
著
に

表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
ビ
ザ
ン

ツ
研
究
は
歴
史
研
究
と
美
術
史
研
究
の
工
つ
の
異

な
る
伝
統
の
も
と
に
育
ま
れ
て
き
た
。
一
般
に
、

問
題
意
識
や
方
法
論
の
点
で
、
歴
史
学
と
美
術
史

に
は
大
き
な
溝
が
あ
る
と
想
像
さ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
欧
米
の
ビ
ザ
ン
ツ
研
究
を
見
た
場
合
、
両
者

の
距
離
は
そ
れ
ほ
ど
隔
た
っ
て
は
い
な
い
。
前
世

紀
に
お
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
ビ
ザ
ン
ツ
史
家
シ

リ
ル
・
マ
ン
ゴ
ー
を
筆
頭
に
、
名
だ
た
る
ビ
ザ
ン

テ
ィ
ニ
ス
ト
ら
は
ジ
ャ
ン
ル
の
垣
根
を
越
え
、
優

れ
た
研
究
成
果
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
う
い
っ
た
近
年
の
学
際
的
な
ビ
ザ
ン
ツ
学
の

成
果
が
存
分
に
活
用
さ
れ
た
本
書
は
、
新
書
と
い

う
体
裁
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
狭
い
意
味
で
の
美

術
史
の
啓
蒙
書
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
浅

野
氏
は
、
五
世
紀
に
創
建
さ
れ
た
ビ
ザ
ン
ツ
の
象

徴
と
で
も
い
う
べ
き
巨
大
建
築
物
「
聖
ソ
フ
ィ
ア

大
聖
堂
」
と
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
数
々
の
モ
ザ
イ

ク
画
を
主
役
に
据
え
、
そ
の
歴
史
、
美
術
・
建
築

史
的
問
題
を
平
易
な
文
章
と
豊
富
な
図
版
で
解
き

明
か
し
て
い
く
。

　
本
書
の
顕
著
な
特
徴
は
、
美
術
や
建
築
を
徹
底

し
て
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
理
解
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
絵
画
や
建
築
技
法
と
そ
の

変
遷
に
関
す
る
叙
述
は
、
美
術
史
家
の
手
に
よ
る

も
の
と
し
て
は
驚
く
ほ
ど
少
な
く
、
そ
れ
に
代
わ

っ
て
同
時
代
の
政
治
・
社
会
情
勢
の
説
明
に
紙
幅

が
多
く
割
か
れ
て
い
る
。

　
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
残
る
ビ
ザ
ン
ツ
美
術
の
観

光
案
内
と
で
も
い
う
べ
き
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
続
い
て
、

第
一
章
で
は
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
治
世
初
期

に
生
じ
、
大
聖
堂
を
火
災
に
巻
き
込
ん
だ
「
ニ
カ

の
乱
」
の
模
様
が
プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
の
引
用
と
と
も

に
鮮
や
か
に
語
ら
れ
て
い
る
。
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ

ス
に
よ
る
聖
堂
再
建
事
業
に
焦
点
を
当
て
た
第
二

章
で
は
、
聖
堂
の
建
築
史
的
独
創
性
が
、
イ
サ
ウ

リ
ア
人
建
築
家
た
ち
が
帝
国
各
地
で
活
躍
し
た
六

量
紀
の
状
況
と
関
連
付
け
て
説
明
さ
れ
る
。

　
工
世
紀
に
及
ん
だ
聖
像
論
争
が
聖
堂
に
及
ぼ
し

た
影
響
に
触
れ
た
第
三
章
を
経
て
、
本
書
の
枢
要

と
で
も
い
う
べ
き
第
四
章
で
は
、
論
争
の
終
結
後

に
作
成
さ
れ
た
モ
ザ
イ
ク
画
の
作
者
、
作
成
年
代
、

作
成
意
図
が
丹
念
に
検
討
さ
れ
る
。
モ
ザ
イ
ク
画

の
多
く
は
皇
帝
や
皇
后
の
姿
を
描
い
て
い
る
た
め
、

筆
者
は
妥
当
な
解
答
を
求
め
、
同
時
代
の
帝
国
政

治
史
の
森
に
果
敢
に
踏
み
込
ん
で
い
く
。
ビ
ザ
ン

ツ
末
期
と
帝
国
滅
亡
後
の
聖
堂
の
運
命
を
扱
っ
た

第
五
、
六
章
で
は
、
わ
が
国
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
ロ
シ
ア
人
並
礼
者
や
ト
ル
コ
人
歴
史
家

の
記
述
が
紹
介
さ
れ
、
聖
堂
の
内
部
景
観
や
、
聖

堂
を
巡
る
政
治
状
況
が
多
面
的
に
再
構
成
さ
れ
て

お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。

　
一
般
に
、
歴
史
研
究
者
は
、
何
か
し
ら
の
構
造

や
事
件
、
人
物
と
い
っ
た
も
の
か
ら
歴
史
を
読
み
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